
アクセス解析で分かること・分からないこと 

— 技術的限界に関する覚書 —   （インターネットべからず集出張版） 

0. この資料の目的 — 誤解するべからず — 

 インターネットを利用する者の中には、 「アクセス解析で自分が特定されるのではないか」 と不安
を抱く者も多い。 

 しかし、個人サイトの解析で“誰が見たか”を特定することは、技術的にほぼ不可能である。 まず
この事実を心得るべし。 

 本資料では、以下の点を明らかにする。 

• アクセス解析で何が分かり、何が分からぬのか 
• なぜ個人特定ができぬのか（技術的限界） 
• Cookie や GA4 の仕組みと限界 
• 利用者が自衛のためにすべきこと 

 過度な不安や誤解を減らすための覚書である。 

 

「アクセスログで実際に分かること」 

1. アクセスログ（Apache combined log）で得られる情報は、以下の要素だけです： 

要素 内容 同一人物の特定への寄与 限界 

IP アドレス 59.205.31.67 など 中 変動しやすい 

User-Agent iOS 26.5+ Safari 高 バージョンが変わる 

時間帯 0 時台、12 時台など 中 パターンは似るが確定ではない 

閲覧ページ 
 

中 同じページを見ても別人可能性あり 

Referer Google 検索経由など 低 検索経路は共通化しやすい 

根本的な限界： 

• これらの情報は「このアクセスが誰によるものか」を直接特定するものではない。 

• 「似た特徴を持つアクセス」を抽出することはできても、「この人はこの人です」と確定させ

ることは技術的に不可能です。 

  



2. IP アドレスの技術的限界 

項目 内容 影響 

スマホ回線の IP 変動 モバイル回線の場合、数時間〜数日で IP が変

わることが普通 

同一人物の特定が極め

て困難 

CGNAT（キャリアグレー

ド NAT） 

複数のユーザーが同じ IP を共有する場合があ

る 

IP が一致しても別人可

能性あり 

自宅と職場の切り替え 出勤で自宅 IP と職場 IP が異なる IP だけで追跡できない 

 

 

 

 

結論： 

• IP だけで同一人物を継続的に特定することは、現代のモバイル環境ではほぼ不可能です。 

 

3. User-Agent（端末情報）の技術的限界 

項目 内容 影響 

スマホのバージョン

アップ 

iOS 18.5 → 18.7 → 26.5 と変わる バージョン一致の根拠が弱ま

る 

複数端末の使用 同じ人が iPhone と iPad、PC を使い分ける User-Agent が異なる 

ブラウザの更新 Safari のバージョンも変わる 完全一致が難しくなる 

 

 

 

 

 

 

 

  

同じ人物（スマホ） 
   │ 
   ├── 朝：IP 59.205.xx.xx 
   ├── 昼：IP 103.42.xx.xx 
   └── 夜：IP 126.33.xx.xx 
 
別人物（別のスマホ） 
   │ 
   └── 同じ IP 59.205.xx.xx を共有する場合あり（CGNAT） 

 

同じ人 
  ├── iPhone：iOS 26.5 Safari 
  ├── iPad：iPadOS 18.7 Safari 
  └── PC：Windows 11 Chrome 
 
→ User-Agent がバラバラで一致しない 



4. スマホアクセスの技術的限界（特に重要なポイント） 

スマホ（特に iPhone）からのアクセスには、以下のような構造的な限界があります： 

限界 内容 影響 

IP の頻繁な変動 モバイル回線の場合、IP が短時間で変わる 同一人物の特定が極め

て困難 

User-Agent の類似性 同じ OS・同じブラウザを使う人が多い 他のユーザーと区別が

つきにくい 

プライベートリレー 

（iCloud Private Relay） 

一部のユーザーが使用 IP がさらに匿名化され

る 

複数端末の併用 同じ人が iPhone と iPad を使い分ける User-Agent が異なる 

 

 

 

 

結論： 

 スマホアクセスは、PC アクセスよりも同一人物の特定がはるかに困難です。 

 

5. ツールの技術的限界（GA4 を含む） 

ツール 内容 限界 

Apache アクセスロ

グ 

生のログ（IP、User-Agent、時

間、ページなど） 

同一人物の確定はできない 

GA4（Google 

Analytics 4） 

ユーザー単位の分析が可能 User-ID（ユーザー登録）を設定していない

場合、同一人物の特定は不完全 

有料のユーザー追跡

ツール 

より高度な分析が可能 個人ブログでは導入していない（コスト・技

術的ハードルが高い） 

 

  

iPhone（プライベートリレー ON） 
   ↓ 
   中継サーバ（Apple） 
   ↓ 
   中継サーバ（CDN） 
   ↓ 
   Web サイトに届く IP：海外 or 別地域 
 
→ 地域情報も不正確 
→ 個人特定は不可能 



結論： 

• GA4では「大まかな傾向は見える」が、「特定の個人を継続

的に特定する」ことは技術的に困難です。 

• 本格的なユーザー追跡ツールを導入していない個人サイトの

場合、継続的な追跡は現実的に不可能に近いです。 

 

6. 総合的な技術的限界（まとめ） 

項目 技術的限界 影響 

IP の変動 スマホ回線は頻繁に変わる 同一人物の特定が極めて困難 

端末バージョンの

変化 

特に iOS はバージョンアップが多い バージョン一致の根拠が弱まる 

スマホアクセスの

特性 

IP＋User-Agent だけでは区別がつき

にくい 

継続的な追跡が現実的に不可能に近い 

ツールの制限 GA4しか使っていない 本格的な追跡はできない 

全体の結論 技術的にフラグを立てられない 継続的に特定の個人を追うことは極め

て困難 

 

 

 

GA4 の操作画面

【見える】 
・新規/再訪問 
・ページ閲覧数 
・端末の種類 
・大まかな地域 
 
【見えぬ】 
・誰が見たか 
・個人の身元 
・SNS アカウント 
・氏名/連絡先 



Q クッキーってあったよね？ 

A はいあります。でも、廃止方向で、特に iPhone では機能しなくなっています。 

1. クッキーを使った追跡の技術的限界（個人ブログの場合） 

項目 内容 影響 

ファーストパーティクッキー 自分のサイトで発行するク

ッキー 

有効期限が短い（ブラウザの設定次

第で消える） 

サードパーティクッキー 外部サービス（Google な

ど）が発行 

2024 年以降、Chrome を除き、主要

ブラウザで段階的に廃止されている 

iOS の ITP（Intelligent 

Tracking Prevention） 

Safari がサードパーティク

ッキーを制限 

iPhone ユーザーでは実質的に機能し

ない 

クッキーの削除・拒否 ユーザーがクッキーを削除

したり、拒否したりする 

追跡が途切れる 

複数端末の使用 同じ人が iPhone と PC を使

い分ける 

クッキーが共有されない 

 

 

 

 

結論： 

• サードパーティクッキーは、2024 年以降、主要ブラウザ（Safari、Firefox）で段階的に廃止さ

れています。ただし Chrome は廃止を延期しています。 

• iOS（iPhone）ユーザーの場合、ITP の影響でサードパーティクッキーがほとんど機能しないた

め、クッキーを使った継続的な追跡は大幅に制限されます。 

• ファーストパーティクッキーも、ユーザーが削除したり、ブラウザの設定で制限したりする

と、追跡が途切れます。 

 

  

人間（識別されない） 

   ↓ 

ブラウザ（識別される） 

   ↓ 

Cookie：GA1.1.1878041464.1773947373 



2. 個人ブログでクッキー追跡が難しい理由 

理由 内容 影響 

クッキーを積極的に使

っていない 

ほとんどの個人ブログはクッキーを使った追

跡をしていない 

追跡の基盤がない 

GA4のデフォルト設定 GA4はデフォルトで User-IDを設定していな

い（サイトでユーザー登録させる必要があ

る） 

同一人物の特定が不完全 

iOS ユーザーの多さ 日本では iPhone ユーザーが多い。 ITP の影響でクッキー追跡

がほぼ不可能 

クッキーの有効期限 ブラウザの設定次第で短期間で消える 長期的な追跡が困難 

結論： 

 アクセスログから分かるのは、「誰が見たか」ではなく、「どのようなアクセスだったか」です。 

 似た特徴を持つアクセスを見つけることはできますが、それが同じ人によるものかを確定するこ

とはできません。 

 アクセス解析は利用傾向を知るためのものであり、個人を特定するためのものではありません。 

 

本資料のまとめ 

 アクセスログや GA4 から得られる情報には技術的な限界があります。 

 個人サイト管理者が利用者を継続的に追跡したり、氏名や連絡先を知ったりすることは、多くの

人が想像するほど容易ではありません。 

 一方で、利用者自身が適切な設定を行うことで、さらにプライバシーを高めることができます。 

• OS とブラウザを最新に保つ  

• Safari や Firefox、Brave などを利用する  

• iPhone 利用者は iCloud プライベートリレーを活用する  

• スマートフォンの設定を安易に他人へ任せない  

 本資料が、アクセス解析に対する過度な不安や誤解を減らす一助になれば幸いです。 

※本資料の作成に当たり、ChatGPT,Grok で技術的解説を作成し、Claude,Copilot にて内容確認。更に

Copilot には図の添付などの改定案をもらい参考にした。 



資料 幕張ベイタウン・コアホームページの Cookie 情報 

 

なぜこの資料を掲載するのか 

 実際に本サイトで発行されている Cookie を確認しても、利用者の氏名や連絡先が保存されているわけではあ
りません。 

 Cookie が保持しているのは主に識別番号であり、それによって「同じブラウザからの再訪問」を判定していま

す。 

 以下は、管理者が自分のブラウザで確認した本サイトの Cookie の例です。 

 
 

Cookie名 用途 

wp-settings-1 WordPress管理画面の設定保存 

wp-settings-time-1 WordPress設定更新時刻 

_ga Google Analytics によるブラウザ識別 

_ga_EQDN3BWDSD GA4のセッション管理 

_ga_B99J52D0B5 GA4のセッション管理 

_im_vid アクセス解析用の訪問者識別子 

_unv_aid アクセス解析用の識別情報 

※利用しているプラグインや解析ツールによって名称は異なります。 

 

ここから何が分かるのか 

 これらの Cookie を利用すると、 

• 過去に訪問したブラウザかどうか  
• 再訪問かどうか  
• セッションをまたいでアクセスしたか  

などを把握できる場合があります。 

 



ここから何が分からないのか 

 Cookie によって分かるのは、同じブラウザである可能性までです。 

 例えば、 

• 氏名  
• 電話番号  
• メールアドレス  
• SNS アカウント  

などは分かりません。 

 また、 

Cookie が同じだから同じ人物である 

とも限りません。家族共用のパソコンであれば複数人が同じ Cookie を利用することもあります。 

 

Cookie 追跡の限界 

 Cookie は利用者が削除できます。 

 また、 

• iPhone  
• iPad  
• 自宅 PC  
• 会社 PC  

では別々の Cookie になります。 

 そのため、同じ人物を長期間にわたって継続的に追跡することは容易ではありません。 

 

このサイトの場合 

 本サイトで使用している Cookie の多くは、 

• WordPress の管理機能  
• Google Analytics（GA4）  
• アクセス解析ツール  

によるものです。 

 これらは主にサイトの利用状況を把握するためのものであり、利用者個人を特定するためのものでは
ありません。 

 

Cookie は人間を識別しているのではなく、ブラウザを識別している。 

この二つを混同するべからず。 


